
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

福
島
県
監
査
委
員

○
監
査
公
表
三
件

一

福
島
県
監
査
委
員

監 査 公 表 第 １ ３ 号
令 和 ４ 年 ２ 月 18日 監 査 公 表 第 ２ 号 に よ り 公 表 し た 監 査 結 果 に つ い て 、 地 方 自 治 法 （ 昭

和 22年 法 律 第 67号 ） 第 199条 第 14項 の 規 定 に 基 づ き 、 福 島 県 知 事 か ら 次 の と お り 措 置 状 況
の 通 知 が あ っ た の で 、 同 項 の 規 定 に よ り こ れ を 公 表 す る 。

令 和 ４ 年 ６ 月 24日
福 島 県 監 査 委 員 山 田 平 四 郎
福 島 県 監 査 委 員 髙 野 光 二
福 島 県 監 査 委 員 佐 竹 浩
福 島 県 監 査 委 員 高 橋 宏 和

４ 財 第 2 7 4 号
令 和 ４ 年 ５ 月 24日

福 島 県 監 査 委 員 山 田 平 四 郎
福 島 県 監 査 委 員 髙 野 光 二

様
福 島 県 監 査 委 員 佐 竹 浩
福 島 県 監 査 委 員 高 橋 宏 和

福 島 県 知 事 内 堀 雅 雄 □印
定 期 監 査 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て （ 通 知 ）

令 和 ４ 年 ２ 月 ４ 日 付 け ３ 福 監 第 423号 で 報 告 の あ り ま し た こ の こ と に つ い て 、 別 紙 の と
お り 措 置 を 講 じ ま し た の で 、 地 方 自 治 法 第 199条 第 14項 の 規 定 に よ り 通 知 し ま す 。
（ 別 紙 様 式 ）

定 期 監 査 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て
１ 監 査 対 象 機 関 県 中 農 林 事 務 所

監 査 対 象 年 度 令 和 ２ 年 度
監 査 実 施 年 月 日 令 和 ３ 年 12月 20日

指 摘 ・ 勧 告 事 項 措 置 状 況

「 指 摘 事 項 」 （ 原 因 ）
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補助事業の繰越事務手続に適正を欠き、 １ 次 年 度 繰 越 額 は ２ 月 補 正 時 に 上 限 額
補 助 事 業 の 執 行 に 重 大 な 影 響 を 与 え て い で 計 上 し て い た が 、 本 庁 主 務 課 （ 農 村
る も の が あ る 。 基 盤 整 備 課 ） か ら 、 国 費 の 概 算 払 に 必
「 事 実 」 要となる繰越確定額の照会があった際、
甲 土 地 改 良 区 に 対 す る 福 島 県 経 営 体 育 全 額 概 算 払 を 行 う 旨 回 答 し た 。

成 促 進 事 業 （ 調 査 ・ 調 整 事 業 ） 補 助 金 に な お 、 担 当 者 等 は 、 「 全 額 概 算 払 を
つ い て は 、 年 度 内 に 事 業 が 完 了 し な い た し て も 事 業 を 繰 り 越 す こ と が で き る 」
め 国 及 び 県 の 繰 越 事 務 手 続 が 必 要 で あ っ と 補 助 金 制 度 を 誤 認 し て い た 。
た が 、 繰 越 事 務 手 続 の 理 解 不 足 及 び 本 庁 ２ 本 庁 主 務 課 は 、 当 事 務 所 か ら の 回 答
と の 連 絡 の 不 備 に よ り 国 に 対 す る 繰 越 事 を 受 け て 、 「 全 額 概 算 払 を す る ＝ 年 度
務 手 続 を 行 う こ と が で き な か っ た た め 、 内 に 全 額 執 行 す る 」 と 認 識 し 、 国 に 対
令 和 ３ 年 ３ 月 31日 付 け で 事 業 の 廃 止 承 認 し て 全 額 概 算 払 請 求 を 行 い 、 国 へ の 繰
を 行 い 、 概 算 払 し た 補 助 金 を 令 和 ３ 年 ５ 越 事 務 手 続 を 行 わ な い こ と と し た 。
月 に 全 額 返 還 さ せ て い る 。 ３ 所 内 で の 情 報 共 有 及 び 進 行 管 理 が 不
「 是 正 又 は 改 善 の 意 見 」 十 分 で あ っ た こ と か ら 、 組 織 と し て 上
補 助 事 業 に 係 る 繰 越 事 務 手 続 に つ い て 記 誤 り に 早 期 に 気 づ く こ と 及 び 修 正 す

は 、 事 務 手 続 の 確 認 及 び 関 係 機 関 と の 調 る こ と が で き な か っ た 。
整 を 徹 底 す る と と も に 、 組 織 内 の チ ェ ッ （ 処 理 状 況 ）
ク 体 制 を 強 化 の 上 、 関 係 規 程 に 基 づ き 適 甲 土 地 改 良 区 （ 以 下 「 甲 」 と い う 。 ）
正 に 行 う こ と 。 か ら 、 令 和 ３ 年 ３ 月 29日 付 け で 補 助 事 業

の 廃 止 承 認 申 請 書 を 受 領 し 、 同 日 付 け で
廃 止 承 認 に 係 る 指 令 書 を 送 付 。 そ の 後 、
甲 か ら 、 令 和 ３ 年 ３ 月 31日 付 け で 実 績 報
告 書 を 受 領 。
令 和 ３ 年 ５ 月 26日 付 け で 成 果 確 認 及 び

額 の 確 定 。 併 せ て 、 同 日 付 け で 返 還 金 に
係 る 納 入 通 知 書 を 発 行 し 、 甲 に 持 参 。
令 和 ３ 年 ５ 月 27日 付 け で 返 還 金 全 額 に

つ い て 納 入 確 認 。
（ 今 後 の 対 応 ）
１ 今 回 の 事 案 を 所 内 で 共 有 し 、 再 発 防
止 に つ い て 注 意 喚 起 す る と と も に 、 補
助 金 の 事 務 手 続 に 係 る 所 内 研 修 を 行 っ
た 。

２ 事 業 ご と に 管 理 表 を 作 成 し 、 所 内 で
進 捗 状 況 等 の 情 報 を 共 有 す る 。 ま た 、
決 算 見 込 み 及 び 繰 越 に 関 す る 照 会 と 回
答 に つ い て は 、 管 理 表 を も と に 、 管 理
職 が 中 心 と な り 、 内 容 を 十 分 に 確 認 す
る 。

２ 監 査 対 象 機 関 県 南 建 設 事 務 所
監 査 対 象 年 度 令 和 ２ 年 度
監 査 実 施 年 月 日 令 和 ３ 年 11月 ５ 日

指 摘 ・ 勧 告 事 項 措 置 状 況

「 指 摘 事 項 」 （ 原 因 ）
道 路 占 用 料 の 調 定 手 続 に 著 し く 適 正 を １ 令 和 ２ 年 度 の 遅 延 要 因

欠 い て い る も の が あ る 。 令 和 元 年 度 に 配 属 さ れ た 行 政 課 職 員
「 事 実 」 は 、 前 年 度 か ら 全 く 整 理 さ れ て い な い
前 回 の 定 期 監 査 に お い て 、 調 定 時 期 が ま ま 事 務 を 引 き 継 い だ た め 、 令 和 元 年

著 し く 遅 延 し て い る こ と か ら 指 摘 事 項 と 度 の 定 例 調 定 が 遅 れ 、 昨 年 度 の 定 期 監
さ れ た 道 路 占 用 料 の 調 定 事 務 に つ い て 、 査 に お い て 指 摘 を 受 け た 。
令 和 ２ 年 度 に お い て も 、 ４ 月 １ 日 に 定 例 令 和 元 年 度 に お い て は 、 平 成 30年 度
調 定 を 行 う べ き 1 2 8件 1 3 , 9 4 8 , 8 0 4円 に つ 以 前 の 遅 延 事 務 を 処 理 し な が ら 現 年 度
い て ４ 月 １ 日 に 遡 及 し て 調 定 を 行 っ て 事 務 を 処 理 す る と い う 状 況 に 陥 り 、 ま
い る （ 令 和 ２ 年 ６ 月 1 0日 事 務 処 理 1 2 7件 た 、 職 員 １ 名 が 途 中 退 職 し た た め 、 令
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13 , 7 6 6 , 7 0 2円 、 令 和 ３ 年 １ 月 29日 事 務 処 和 ２ 年 度 の 定 例 調 定 に 向 け て の 準 備 を
理 １ 件 182 , 1 0 2円 ） 。 十 分 に 行 う こ と が で き な か っ た 。
ま た 、 令 和 ３ 年 度 に お い て も 、 ４ 月 １ さ ら に 、 道 路 占 用 料 の 単 価 改 定 が あ

日 に 行 う べ き 定 例 調 定 に つ い て 、 職 員 調 り 、 そ の 確 認 作 業 （ 相 手 方 と の 調 整 含
査 日 （ 令 和 ３ 年 ６ 月 15日 及 び 16日 ） ま で む。）に多くの時間を要してしまった。
収 入 調 定 が な さ れ て い な い 。 な お 、 確 認 作 業 に 多 く の 時 間 を 要 し
「 是 正 又 は 改 善 の 意 見 」 て し ま っ た の は 、 代 々 、 道 路 占 用 の 許
道 路 占 用 料 の 調 定 に 当 た っ て は 、 遅 延 可 台 帳 等 の 整 理 が 十 分 に な さ れ て い な

が 発 生 す る 要 因 を 分 析 し 、 執 行 体 制 の 強 い こ と も 一 因 で あ る 。
化 を 図 る な ど 実 効 性 の あ る 再 発 防 止 策 を ２ 令 和 ３ 年 度 の 遅 延 要 因
講 じ る と と も に 、 関 係 規 程 に 基 づ き 適 正 当 事 務 所 は 、 過 去 に お い て 許 可 台 帳
に 行 う こ と 。 の 整 理 や デ ー タ 入 力 が 不 十 分 な た め 、

令 和 ２ 年 度 の 道 路 占 用 料 の 改 定 に 伴 う
経 過 措 置 を 踏 ま え た 占 用 料 の 確 定 に 時
間 を 要 し た 。
さ ら に 、 年 度 初 期 か ら 職 員 １ 名 が 病

気 休 暇 と な り 、 占 用 料 担 当 者 の 業 務 が
増 大 し た こ と も 一 因 で あ り 、 組 織 と し
て 行 政 課 を 支 援 す る 体 制 は と っ た も の
の 、 本 件 事 務 に 関 し て は 遅 延 が 生 じ て
し ま っ た 。

（ 処 理 状 況 ）
令和３年度の定例調定 125件 14,715,833円

に つ い て 、 令 和 ３ 年 ８ 月 27日 に 事 務 処 理
を 行 っ た 。
（ 今 後 の 対 応 ）
定 例 調 定 を ４ 月 １ 日 に 行 う た め に は 、

本 来 、 前 年 度 中 に 占 用 料 確 定 の 準 備 を し
て お く 必 要 が あ る が 、 令 和 ２ 年 度 及 び ３
年 度 と も 前 年 度 の 適 切 な 時 期 に 処 理 す る
こ と が で き な か っ た こ と と 執 行 体 制 の 脆
弱 さ が 主 な 原 因 で あ る こ と か ら 、 下 記 の
と お り 対 応 し 、 今 年 度 中 に 次 年 度 の 道 路
占 用 料 の 定 例 調 定 の 準 備 事 務 を 完 了 し 、
関 係 規 程 に 基 づ き 適 正 に 行 う 。
１ 前 年 度 後 半 か ら 、 次 年 度 の 定 例 調 定
に 向 け た 占 用 料 の 確 定 作 業 ス ケ ジ ュ ー
ル を 総 務 部 全 体 で 共 有 す る と と も に 、
上 席 が 進 捗 状 況 を 定 期 的 に 確 認 し 、 適
正 な 時 期 に 調 定 を 実 施 す る 。

２ 建 設 業 許 可 更 新 事 務 や 特 定 町 村 で 実
施 さ れ る 国 土 調 査 に 係 る 境 界 立 会 等 に
つ い て は 、 総 務 部 内 職 員 の 支 援 を 受 け
て 対 応 す る と と も に 、 突 発 的 な 所 管 法
令 違 反 へ の 対 応 等 に は 、 次 長 や 総 務 部
他 課 の 課 長 を 中 心 に 対 処 し て お り 、 今
後 も 組 織 的 な 対 応 に よ り 事 務 処 理 の 遅
延 防 止 を 図 っ て い く 。

３ 道 路 占 用 許 可 台 帳 や シ ス テ ム の デ ー
タ 整 理 な ど 長 期 的 課 題 の 解 決 に 向 け て
は 、 執 行 体 制 の 強 化 を 図 り な が ら 取 り
組 ん で い く 。

３ 監 査 対 象 機 関 会 津 若 松 建 設 事 務 所
監 査 対 象 年 度 令 和 ２ 年 度
監 査 実 施 年 月 日 令 和 ３ 年 11月 ５ 日

指 摘 ・ 勧 告 事 項 措 置 状 況
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「 指 摘 事 項 」 （ 原 因 ）
設 計 額 に 誤 り が あ り 、 入 札 事 務 に お け 今 般 の 事 案 は 、 担 当 者 が 新 シ ス テ ム に

る 落 札 者 の 決 定 に つ い て 重 大 な 影 響 を 与 不 慣 れ な 状 態 で 設 計 書 を 作 成 し た た め 、
え た も の が あ る 。 本 来 適 用 す べ き 地 区 と は 異 な る 地 区 の 単
「 事 実 」 価を入力したことに気づけなかったこと、
ト ン ネ ル 電 気 室 等 の 新 築 工 事 の 入 札 に 上 席 者 も 同 様 に 不 慣 れ で こ れ を 発 見 す る

お い て 、 コ ン ク リ ー ト の 単 価 に 誤 り が あ こ と が で き な か っ た こ と が 原 因 で す 。
る ま ま 設 計 書 を 作 成 し 入 札 事 務 を 行 っ た （ 処 理 状 況 ）
た め 、 本 来 受 注 す べ き で あ っ た 業 者 と 異 今 般 の 設 計 額 の 誤 り を 受 け 、 当 該 入 札
な る 業 者 と 契 約 し て い る 。 の応札者に事実を説明し、謝罪しました。
「 是 正 又 は 改 善 の 意 見 」 令 和 ３ 年 ６ 月 ７ 日 に 当 該 入 札 に 係 る 契
設 計 書 の 作 成 に 当 た っ て は 、 積 算 方 法 約 を 解 除 し 、 そ の 後 、 改 め て 公 告 入 札 を

の 情 報 共 有 や チ ェ ッ ク 体 制 等 を 強 化 す る 実 施 し ま し た 。
と と も に 、 関 係 規 程 に 基 づ き 適 正 に 行 う （ 今 後 の 対 応 ）
こ と 。 今 後 は 、 新 シ ス テ ム の 操 作 に 係 る 誤 り

の 発 生 し や す い 箇 所 に つ い て 、 職 場 内 及
び土木部内で情報の共有を図るとともに、
複 数 職 員 に よ る チ ェ ッ ク 体 制 を 強 化 し 再
発 防 止 に 努 め て ま い り ま す 。

４ 監 査 対 象 機 関 い わ き 建 設 事 務 所
監 査 対 象 年 度 令 和 ２ 年 度
監 査 実 施 年 月 日 令 和 ３ 年 11月 25日

指 摘 ・ 勧 告 事 項 措 置 状 況

「 指 摘 事 項 」 （ 原 因 ）
県 営 住 宅 の 家 賃 の 収 入 事 務 並 び に 敷 金 １ 令 和 元 年 東 日 本 台 風 災 害 へ の 対 応 に

及 び 保 証 金 の 還 付 事 務 に 著 し く 適 正 を 欠 よ り 、 事 務 量 が 増 加 し た 結 果 、 調 定 額
い て い る も の が あ る 。 の 変 更 や シ ス テ ム 入 力 な ど の 事 務 処 理
「 事 実 」 に漏れが生じ、家賃算定の誤りに繋がっ
１ 県 営 住 宅 の 家 賃 に つ い て 、 令 和 元 年 た も の で す 。 ま た 、 事 務 量 の 増 加 に 伴
東 日 本 台 風 の 被 災 者 等 に 対 す る 家 賃 の い 、 組 織 的 な チ ェ ッ ク 機 能 も 不 完 全 な
減 免 漏 れ 、 家 賃 の 再 算 定 等 の シ ス テ ム も の と な り 、 事 務 処 理 の 過 程 で 誤 り を
入 力 漏 れ 及 び 高 額 所 得 者 の 家 賃 相 当 額 発 見 で き ず 、 家 賃 算 定 に 誤 り が 生 じ た
の 算 定 等 を 誤 っ た こ と か ら 、 93世 帯 に も の で す 。
つ い て 誤 っ た 家 賃 に よ り 収 入 さ れ 過 不 ２ 県 営 住 宅 の 退 去 に 伴 う 敷 金 及 び 駐 車
足 が 生 じ て い る 。 場 保 証 金 に つ い て は 、 事 案 発 生 の 翌 月
過 大 徴 収 23世 帯 56 1 , 0 2 1円 に 還 付 し て い る と こ ろ で す が 、 死 亡 退
過 小 徴 収 70世 帯 2 , 0 9 9 , 8 2 1円 去 に お い て 、 ① 法 定 相 続 人 の 確 認 資 料

２ 県 営 住 宅 か ら の 退 去 に 伴 う 敷 金 及 び 等 還 付 す る 際 に 必 要 な 書 類 の 徴 取 に 時
駐 車 場 の 使 用 終 了 に 伴 う 保 証 金 の 還 付 間 を 要 し た こ と 、 ② そ の 後 の 令 和 元 年
に つ い て 、 ３ か 月 以 上 遅 延 し て い る も 東 日 本 台 風 災 害 へ の 対 応 を 優 先 し た こ
の が あ る 。 と 、 ③ 組 織 的 な チ ェ ッ ク 機 能 が 十 分 で
敷 金 及 び 保 証 金 17世 帯 75 2 , 6 4 0円 は な か っ た こ と 等 に よ り 、 事 務 処 理 の

「 是 正 又 は 改 善 の 意 見 」 遅 延 に つ な が っ た も の で す 。
県 営 住 宅 の 家 賃 の 収 入 及 び 敷 金 等 の 還 （ 処 理 状 況 ）

付 事 務 に 当 た っ て は 、 組 織 内 の チ ェ ッ ク １ 過 大 徴 収 に つ い て は 、 全 て 還 付 し ま
体 制 を 強 化 す る と と も に 、 関 係 規 程 に 基 し た 。
づ き 適 正 に 行 う こ と 。 令和３年２月 26日 （ 21件 516,821円 ）

令和３年６月 25日 （ 2件 31,000円 ）
令和３年８月 20日 （ 1件 13,200円 ）
過 小 徴 収 に つ い て は 、 令 和 ３ 年 ７ 月

30日 ま で に 追 加 納 付 を 依 頼 し 、 令 和 ４
年 ３ 月 31日 時 点 で 86％ の 納 付 を 確 認 し
ま し た 。

２ 敷 金 及 び 保 証 金 に つ い て 、 全 て 還 付
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し ま し た 。
令和３年３月 12日 （ 16件 709,865円 ）
令和３年３月 31日 （ 1件 42,775円 ）

（ 今 後 の 対 応 ）
１ 事務処理の漏れ及び遅延については、
指 定 管 理 者 か ら の 書 類 受 付 簿 （ 兼 処 理
状 況 整 理 簿 ） を 整 備 し 、 繁 忙 期 に あ っ
て も 処 理 状 況 の 見 え る 化 を 図 り 、 進 捗
状 況 に つ い て 上 席 者 が 確 認 で き る よ う
に す る と と も に 、 一 時 的 な 業 務 増 に つ
い て は 、 管 理 職 を 含 め た 他 の 職 員 も 処
理 す る 体 制 を 構 築 し 、 事 務 処 理 の 遅 延
防 止 等 を 図 っ て ま い り ま す 。
家 賃 算 定 に つ い て は 、 チ ェ ッ ク リ ス

ト を 見 直 し た 上 で 、 事 務 処 理 内 容 の ダ
ブ ル チ ェ ッ ク を 徹 底 し て ま い り ま す 。
ま た 、 県 営 住 宅 管 理 シ ス テ ム へ の 入

力 に 漏 れ や 誤 り が な い か 入 力 処 理 後 に
担当及び副担当がダブルチェックの上、
上席者がその確認を行ってまいります。

２ 敷 金 及 び 保 証 金 の 還 付 に つ い て は 、
死 亡 に 伴 い 確 認 資 料 が 整 う ま で に 時 間
を 要 す る 場 合 が 多 い た め 、 書 類 受 付 簿
（ 兼 処 理 状 況 整 理 簿 ） を 活 用 し 、 組 織
的 に 処 理 状 況 を 把 握 す る こ と で 事 務 処
理 の 遅 延 防 止 を 図 っ て ま い り ま す 。

「 指 摘 事 項 」 （ 原 因 ）
公 共 料 金 の 前 渡 資 金 の 精 算 及 び 支 出 手 請 求 書 が 出 納 整 理 期 間 の 処 理 期 限 内 に

続に著しく適正を欠いているものがある。 届 か な か っ た た め 、 請 求 内 容 を 債 権 者 に
「 事 実 」 電 話 確 認 し た う え で 支 出 手 続 を 行 い ま し
令 和 ２ 年 ３ 月 利 用 分 の 通 信 回 線 使 用 料 た が 、 後 日 請 求 書 が 届 く ま で の 間 に 担 当

（ 役 務 費 ） に つ い て 、 請 求 書 が 出 納 整 理 者 の 変 更 が あ り 、 職 員 間 で 引 継 が な さ れ
期 間 内 の 処 理 ま で 間 に 合 わ ず 、 請 求 額 が ず、支出済であることに気づかないまま、
毎 月 定 額 で あ る た め 、 債 権 者 甲 株 式 会 社 重複して支出手続を行ってしまいました。
に 請 求 内 容 を 電 話 確 認 し 、 公 共 資 金 前 渡 ま た 、 担 当 者 と 資 金 前 渡 経 理 者 に よ る
経 理 者 名 義 の 通 帳 に 口 座 振 替 を 行 っ た 。 公 共 資 金 前 渡 経 理 者 名 義 通 帳 の 残 高 確 認
令 和 ２ 年 ４ 月 28日 に 令 和 ２ 年 ３ 月 利 用 が 不 十 分 で あ っ た た め 、 精 算 残 額 が あ る

分の通信回線使用料の請求書が届いたが、 こ と に 気 付 き ま せ ん で し た 。
職 員 間 の 引 継 が な さ れ な か っ た た め 、 処 （ 処 理 状 況 ）
理 済 と 気 づ か ず 、 令 和 ２ 年 度 の 予 算 に よ 重 複 し て 支 出 し た 通 信 回 線 使 用 料 に つ
り 同 様 の 口 座 振 替 を 行 い 、 結 果 と し て 、 い て は 、 令 和 ３ 年 10月 18日 に 資 金 前 渡 精
同 じ 内 容 の 請 求 に 対 し 二 重 の 処 理 と な っ 算 書 を 作 成 し 、 雑 入 と し て 受 入 処 理 を 行
た 。 い ま し た 。
調 査 日 現 在 、 公 共 資 金 前 渡 経 理 者 名 義 （ 今 後 の 対 応 ）

の 通 帳 に 令 和 ２ 年 ３ 月 利 用 分 の 通 信 回 線 電 話 料 金 等 の 支 払 に つ い て 、 「 執 行 機
使 用 料 で あ る 59 , 0 0 0円 が 精 算 さ れ ず に 残 関 セ ル フ チ ェ ッ ク 表 」 に よ る 月 々 の 処 理
高 と し て 残 っ て い る 。 状 況 の 確 認 を 徹 底 す る と と も に 、 公 共 資
「 是 正 又 は 改 善 の 意 見 」 金 前 渡 経 理 者 名 義 通 帳 の 精 算 残 額 の 有 無
前 渡 資 金 の 精 算 及 び 支 出 事 務 に 当 た っ を 、 資 金 前 渡 経 理 者 と 担 当 者 で 、 そ の 都

て は 、 組 織 内 の チ ェ ッ ク 体 制 を 強 化 す る 度 確 認 し て ま い り ま す 。
と と も に 、 関 係 規 程 に 基 づ き 適 正 に 行 う ま た 、 年 度 途 中 で 担 当 者 を 変 更 す る 必
こ と 。 要 が あ る 場 合 に も 、 取 り 急 ぎ 処 理 す べ き

事 務 に つ い て 、 後 任 担 当 者 と 管 理 職 で 確
認 を 徹 底 す る こ と で 、 再 発 防 止 を 図 っ て
ま い り ま す 。

５ 監 査 対 象 機 関 喜 多 方 建 設 事 務 所
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監 査 対 象 年 度 令 和 ２ 年 度
監 査 実 施 年 月 日 令 和 ３ 年 11月 26日

指 摘 ・ 勧 告 事 項 措 置 状 況

「 指 摘 事 項 」 （ 原 因 ）
設 計 額 に 誤 り が あ り 、 入 札 事 務 に お け １ 設 計 書 の 作 成 に 当 た り 、 土 木 部 の 積

る 落 札 者 の 決 定 に つ い て 重 大 な 影 響 を 与 算 シ ス テ ム を 使 用 し た が 、 労 務 単 価 の
え た も の が あ る 。 交 通 誘 導 警 備 員 を 選 定 す べ き と こ ろ を
「 事 実 」 誤 っ て 建 築 の 施 工 単 価 で あ る 交 通 誘 導
道 路 橋 梁 補 修 調 査 設 計 の 委 託 業 務 入 札 警 備 員 を 選 定 し 積 算 し て し ま っ た 。

に お い て 、 誤 っ た 交 通 誘 導 警 備 員 の 労 務 ２ 内 部 の 検 算 や 審 査 に つ い て も 複 数 で
単価により設計書を作成し入札事務を行っ 設 計 書 を 確 認 し て い る が 、 交 通 誘 導 警
た た め 、 本 来 受 注 す べ き で あ っ た 業 者 と 備 員 の 名 称 が 同 じ で あ っ た こ と か ら 誤
異 な る 業 者 と 契 約 し て い る 。 り に 気 づ か な か っ た 。
業 務 名 橋 梁 補 修 調 査 設 計 業 務 委 託 （ 処 理 状 況 ）
業 務 概 要 橋 梁 補 修 調 査 設 計 １ 令 和 ３ 年 ６ 月 16日
契 約 額 8 , 1 2 3 , 5 0 0円 当 初 契 約 者 承 諾 の も と 契 約 解 除 。

「 是 正 又 は 改 善 の 意 見 」 ２ 令 和 ３ 年 ７ 月 12日
設 計 書 の 作 成 に 当 た っ て は 、 積 算 方 法 新 た に 設 計 図 書 を 作 成 し 起 工 。

の 情 報 共 有 や チ ェ ッ ク 体 制 を 強 化 す る と ３ 令 和 ３ 年 ８ 月 31日
と も に 、 関 係 規 程 に 基 づ き 適 正 に 行 う こ 新 た に 契 約 を 締 結 し 業 務 実 施 。
と 。 （ 今 後 の 対 応 ）

設 計 書 の 作 成 、 検 算 に つ い て 、 以 下 の
と お り 対 応 し 、 よ り 一 層 の チ ェ ッ ク 体 制
の 強 化 を 図 り 、 再 発 防 止 に 努 め る 。
１ 設 計 書 起 工 時 に 使 用 し て い る 「 照 査
内 容 項 目 （ チ ェ ッ ク リ ス ト ） 」 の 内 容
を 随 時 更 新 し 、 主 任 主 査 、 課 長 、 部 長
及 び 専 門 技 術 管 理 員 が 行 う 検 算 業 務 体
制 を 再 構 築 し 適 正 に 実 施 す る 。

２ 開 札 の 際 に 失 格 業 者 が 多 い 場 合 の 契
約 に つ い て は 、 契 約 締 結 前 に 担 当 課 長
が 入 念 な 再 確 認 を 行 う 体 制 を 整 備 し 、
不 適 切 な 契 約 の 未 然 防 止 を 図 る 。

３ 所 内 担 当 職 員 及 び 検 算 者 に 対 し 、 所
内 や 県 内 で 不 適 切 な 入 札 事 務 が あ っ た
場 合 、 早 急 に 所 内 周 知 し 、 職 員 へ の 情
報 の 共 有 を 図 る 。

（ 監 査 総 務 課 ）

監 査 公 表 第 １ ４ 号
令 和 ４ 年 ３ 月 29日 監 査 公 表 第 ８ 号 に よ り 公 表 し た 監 査 結 果 に つ い て 、 地 方 自 治 法 （ 昭

和 22年 法 律 第 67号 ） 第 199条 第 14項 の 規 定 に 基 づ き 、 福 島 県 知 事 か ら 次 の と お り 措 置 状 況
の 通 知 が あ っ た の で 、 同 項 の 規 定 に よ り こ れ を 公 表 す る 。

令 和 ４ 年 ６ 月 24日
福 島 県 監 査 委 員 山 田 平 四 郎
福 島 県 監 査 委 員 髙 野 光 二
福 島 県 監 査 委 員 佐 竹 浩
福 島 県 監 査 委 員 高 橋 宏 和

４ 財 第 4 8 8 号
令 和 ４ 年 ５ 月 31日

福 島 県 監 査 委 員 山 田 平 四 郎
福 島 県 監 査 委 員 髙 野 光 二

様
福 島 県 監 査 委 員 佐 竹 浩
福 島 県 監 査 委 員 高 橋 宏 和

福 島 県 知 事 内 堀 雅 雄 □印
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定 期 監 査 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て （ 通 知 ）

令 和 ４ 年 ３ 月 18日 付 け ３ 福 監 第 472号 で 報 告 の あ り ま し た こ の こ と に つ い て 、 別 紙 の と
お り 措 置 を 講 じ ま し た の で 、 地 方 自 治 法 第 199条 第 14項 の 規 定 に よ り 通 知 し ま す 。
（ 別 紙 様 式 ）

定 期 監 査 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て
１ 監 査 対 象 機 関 会 津 地 方 振 興 局

監 査 対 象 年 度 令 和 ２ 年 度
監 査 実 施 年 月 日 令 和 ４ 年 ２ 月 16日

指 摘 ・ 勧 告 事 項 措 置 状 況

「 指 摘 事 項 」 （ 原 因 ）
建 物 貸 付 料 の 調 定 に お い て 、 ３ か 月 以 １ 年 度 当 初 に 調 定 が 必 要 な 他 の 類 似 案

上 遅 延 し て い る も の が あ る 。 件（行政財産使用許可、普通財産貸付）
「 事 実 」 が 全 て 調 定 済 み で あ っ た こ と か ら 、 事
県 有 財 産 賃 貸 契 約 に 係 る 自 動 販 売 機 設 務 担 当 者 に お い て 当 該 案 件 も 同 様 に 処

置 の た め の 建 物 貸 付 料 （ １ 件 1,010 , 340 理 済 み と 思 い 込 み 、 調 定 を 失 念 し て し
円 ） に つ い て 、 令 和 ２ 年 ４ 月 １ 日 付 け で ま っ た こ と 。
収 入 調 定 し 納 期 限 を 同 年 ４ 月 30日 と す べ ２ 管 理 職 に お い て も 年 度 当 初 に 必 要 と
き と こ ろ 、 同 年 ８ 月 24日 に 調 定 し 納 期 限 な る 貸 付 料 の 調 定 案 件 を 把 握 し て お ら
を 同 年 ９ 月 23日 と し て い る 。 ず 、 処 理 状 況 の 確 認 が で き て い な か っ
「 是 正 又 は 改 善 の 意 見 」 た こ と 。
歳 入 の 調 定 に 当 た っ て は 、 関 係 規 程 に （ 処 理 状 況 ）

基 づ き 遺 漏 の な い よ う 適 正 に 行 う こ と 。 調 定 の 失 念 に 気 付 い た 後 、 令 和 ２ 年 ８
月 24日 付 け で 収 入 調 定 し 、 同 年 ９ 月 23日
を 納 期 限 と し て 対 応 し た 。
令 和 ３ 年 度 に お い て は 、 同 案 件 を ４ 月

１ 日 付 け で 収 入 調 定 し 、 納 期 限 を ４ 月 30
日 と し て 処 理 済 み で あ る 。
（ 今 後 の 対 応 ）
１ 収 入 調 定 事 務 に つ い て は 、 年 度 当 初
に 行 う 調 定 案 件 の リ ス ト 作 成 や 正 副 担
当 者 及 び 管 理 職 に よ る 確 認 な ど 、 進 行
管 理 を 徹 底 す る と と も に 関 係 規 程 に 基
づ き 適 正 に 処 理 を 行 う 。

２ 部 室 長 会 議 等 に お い て 、 組 織 内 の 問
題 共 有 を 図 り 、 各 職 員 に 対 し て 周 知 し
再 発 防 止 に 努 め る 。

２ 監 査 対 象 機 関 県 北 保 健 福 祉 事 務 所
監 査 対 象 年 度 令 和 ２ 年 度
監 査 実 施 年 月 日 令 和 ４ 年 ２ 月 22日

指 摘 ・ 勧 告 事 項 措 置 状 況

「 指 摘 事 項 」 （ 原 因 ）
本 人 負 担 分 の 社 会 保 険 料 の 受 払 に 著 し １ 担 当 者 は 月 中 途 退 職 者 か ら 社 会 保 険

く 適 正 を 欠 い て い る も の が あ る 。 料 を 徴 収 し な い こ と に つ い て は 認 識 し
「 事 実 」 て い た が 、 職 員 の 任 期 が 急 遽 変 更 さ れ
本 人 負 担 分 の 社 会 保 険 料 に つ い て 、 平 て 月 途 中 の 退 職 と な っ た こ と か ら 、 保

成 30年 12月 か ら 令 和 ２ 年 ３ 月 ま で の 受 入 険 料 徴 収 対 象 外 に な っ た こ と に つ い て
れ 及 び 払 出 し に 係 る 事 務 処 理 漏 れ 等 に よ 見 落 と し た も の 。 ま た 、 徴 収 済 保 険 料
り 歳 入 歳 出 外 現 金 に 23 , 2 4 2円 が 残 っ て い 額 と 請 求 保 険 料 額 に 差 額 が 生 じ て い た
る 。 が 、 他 事 由 に よ る 差 額 だ と 思 い 込 み 、
１ 月 途 中 退 職 者 か ら 誤 徴 収 し た 社 会 保 誤 徴 収 に つ い て 見 落 と し た も の 。
険 料 の 返 還 漏 れ １ 件 22 , 4 3 2円 加 え て 、 課 内 で 社 会 保 険 料 徴 収 や 支

２ 月 途 中 退 職 者 か ら の 社 会 保 険 料 の 誤 払 に 関 す る 情 報 共 有 が 不 十 分 だ っ た た
徴収に伴う所得税の追加納付について、 め 、 他 の 職 員 や 決 裁 者 も 誤 徴 収 が 生 じ
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受 け 入 れ た 社 会 保 険 料 か ら の 払 出 事 務 て い る こ と に 気 付 か な か っ た 。
処 理 漏 れ １ 件 940円 ２ １ と は 異 な る 誤 徴 収 で の 返 金 の 際 、

３ 端 数 処 理 誤 り に よ る 社 会 保 険 料 の 払 担 当 者 は 職 員 業 務 課 か ら 返 戻 額 の 手 計
出 額 誤 り △ １ 円 （ 払 出 不 足 １ 件 １ 算 結 果 と 返 戻 手 続 き に 係 る 指 示 文 書 を
円 、 払 出 過 払 １ 件 △ ２ 円 ） 受 領 し た が 、 内 容 確 認 が 不 十 分 だ っ た

４ 社 会 保 険 料 改 定 時 の 庶 務 シ ス テ ム の こ と か ら 社 会 保 険 料 か ら 所 得 税 へ の 払
控 除 誤 り に よ る 追 加 保 険 料 の 徴 収 漏 れ 出 処 理 が 必 要 で あ る こ と を 見 落 と し た
４ 件 △ 129円 も の 。 保 険 料 返 戻 の 調 書 に は 当 該 指 示

「 是 正 又 は 改 善 の 意 見 」 文 書 も 添 付 さ れ て い た が 、 他 の 課 員 や
本 人 負 担 分 の 社 会 保 険 料 に つ い て は 、 決 裁 者 は 別 途 手 続 き は 行 わ れ て い る も

適 正 に 管 理 し 、 適 時 に 受 払 事 務 を 行 う こ の と 考 え 、 事 務 処 理 漏 れ に つ い て 気 付
と 。 か な か っ た 。

３ 社会保険料の本人負担分については、
歳 入 歳 出 外 現 金 に 受 け 入 れ た 金 額 を そ
の ま ま 払 い 出 す べ き と こ ろ 、 担 当 者 が
歳 入 歳 出 外 現 金 の 受 入 額 と 払 出 額 の 照
合 を 行 っ て お ら ず 、 差 額 が あ る こ と に
気 付 か な か っ た も の 。
ま た 、 歳 入 歳 出 外 現 金 受 払 簿 の 作 成

と 添 付 が 無 か っ た こ と も あ り 、 決 裁 や
支 出 審 査 の 過 程 で 社 会 保 険 料 の 受 払 額
の 差 異 に つ い て 発 見 さ れ な か っ た 。

４ 社 会 保 険 料 の 改 定 差 額 に つ い て は 、
職 員 業 務 課 か ら の 保 険 料 過 徴 収 に か か
る 指 示 文 書 は あ っ た も の の 、 担 当 者 の
確 認 不 足 か ら 追 加 徴 収 事 務 が 漏 れ て し
ま っ た も の 。 他 の 課 員 や 決 裁 者 は 別 途
手 続 き は 行 わ れ て い る も の と 考 え 、 事
務 処 理 漏 れ に つ い て 気 付 か な か っ た 。

（ 処 理 状 況 ）
１ 中 途 退 職 者 を 相 手 方 と す る 歳 入 歳 出
外 現 金 払 出 調 書 を 令 和 ４ 年 ３ 月 ４ 日 に
作 成 し 、 同 月 2 3 日 に 過 誤 徴 収 保 険 料
22 , 4 3 2円 を 返 還 し た 。

２ 職 員 業 務 課 か ら 未 納 分 所 得 税 に 係 る
納 入 通 知 書 （ 940円 ） の 発 行 を 受 け 、 同
課 を 相 手 方 と し た 支 払 証 払 に よ る 歳 入
歳 出 外 現 金 払 出 調 書 を 令 和 ４ 年 ４ 月 27
日 に 作 成 し 、 同 年 ５ 月 1 3日 に 9 4 0円 を
払 出 し た 。

３ 令 和 ４ 年 ２ 月 分 社 会 保 険 料 支 払 に 係
る 歳 入 歳 出 外 現 金 払 出 調 書 及 び 支 出 負
担 行 為 調 書 兼 支 出 命 令 書 （ 共 済 費 ） を
令 和 ４ 年 ３ 月 25日 に 作 成 し 、 歳 入 歳 出
外 現 金 の 払 出 額 を 職 員 か ら の 保 険 料 徴
収 額 よ り １ 円 減 と し 、 共 済 費 支 出 額 を
１ 円 増 と す る こ と に よ り 各 々 の 支 出 の
過 不 足 を 解 消 し た 。

４ 社 会 保 険 料 の 改 定 差 額 分 に 係 る 追 加
徴 収 に つ い て は 、 対 象 と な る 専 門 員 ４
名 を 納 入 義 務 者 と す る 歳 入 歳 出 外 現 金
受 入 調 書 （ 合 計 額 129円 ） を 令 和 ４ 年
３ 月 ４ 日 に 作 成 し 、 納 入 通 知 書 を 送 付
し た 。
（令和４年３月８日に３名分 96円収納、
令和４年３月 15日に１名分 33円収納）

（ 今 後 の 対 応 ）
１ 月 途 中 退 職 者 か ら 保 険 料 を 控 除 し な
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い こ と に つ い て 、 総 務 企 画 課 内 で 再 度
情 報 共 有 す る 。

２ 歳 入 歳 出 外 現 金 受 払 簿 を 作 成 し 、 保
険 料 徴 収 額 と 払 出 額 の 差 額 の 有 無 に つ
い て 課 内 決 裁 時 に 確 認 す る 。 差 額 が あ
る 場 合 は そ の 原 因 を 特 定 し て 必 要 な 修
正 を 行 う か 、 若 し く は 保 険 料 受 払 時 期
に よ る 一 時 的 な 払 出 残 額 で あ る 場 合 に
は 歳 入 歳 出 外 現 金 払 出 調 書 に 残 額 の 内
訳 を 記 載 し 、 決 裁 や 支 出 審 査 に お い て
内 容 確 認 で き る よ う に す る 。

３ 社 会 保 険 料 の 過 誤 処 理 が 生 じ 、 個 別
の 事 務 処 理 を 要 す る 場 合 は 、 決 裁 す る
調 書 や 通 知 文 に 事 務 処 理 の 対 応 状 況 を
記 録 し 、 処 理 済 の 調 書 を 参 考 添 付 す る
などして、進捗状況を課内で共有する。

３ 監 査 対 象 機 関 南 会 津 保 健 福 祉 事 務 所
監 査 対 象 年 度 令 和 ２ 年 度
監 査 実 施 年 月 日 令 和 ４ 年 ２ 月 22日

指 摘 ・ 勧 告 事 項 措 置 状 況

「 指 摘 事 項 」 （ 原 因 ）
特別障害者手当等の認定事務について、 １ 業 務 の 引 継 ぎ が 不 十 分 だ っ た た め 、

チ ェ ッ ク 体 制 が 機 能 し て お ら ず 、 著 し く 担 当 職 員 等 の 制 度 へ の 理 解 が 不 足 し て
適 正 を 欠 い て い る も の が あ る 。 い た こ と 。
「 事 実 」 ２ 組 織 内 で の 情 報 共 有 や 管 理 職 等 に よ
組 織 内 の 情 報 共 有 や 進 捗 管 理 が 不 十 分 る 進 捗 管 理 が 不 十 分 で あ っ た こ と 。

で チ ェ ッ ク 体 制 が 機 能 し て お ら ず 、 ２ 名 ３ 各 町 村 と の 双 方 向 で の 確 認 が 不 足 し
の 認 定 請 求 書 に つ い て 、 速 や か に 受 給 資 て お り 、 県 側 か ら 町 村 へ の 確 認 依 頼 を
格 の 認 定 が 行 わ れ て い な い も の が あ る 。 行 っ て い な か っ た こ と 。
１ Ａ 氏 か ら 平 成 29年 ９ 月 22日 付 け で 提 （ 処 理 状 況 ）
出 さ れ た 認 定 請 求 書 に つ い て 、 受 給 資 令 和 ３ 年 ３ 月 16日
格 の 認 定 を 行 わ ず に 平 成 30年 ２ 月 分 か Ａ 氏 か ら 平 成 29年 ９ 月 22日 付 け で 提 出
ら 支 給 し 、 令 和 ３ 年 ３ 月 16日 に 受 給 資 さ れ た 認 定 請 求 書 に つ い て 、 受 給 資 格 の
格 の 認 定 を 行 っ て い る 。 認 定 。
な お 、 未 支 給 で あ っ た 平 成 29年 10月 令 和 ３ 年 ３ 月 17日

か ら 平 成 30年 １ 月 分 （ 107 ,240円 ） に つ 健 康 福 祉 部 長 及 び 福 祉 担 当 キ ャ ッ プ が
い て 、 令 和 ３ 年 ３ 月 29日 に 支 給 し て い Ａ 氏 宅 及 び Ｂ 氏 宅 を 訪 問 し 謝 罪 す る と と
る 。 も に 、 追 給 等 の 手 続 に つ い て 説 明 し 、 了

２ Ｂ 氏 か ら 平 成 30年 ２ 月 ６ 日 付 け で 提 承 を 得 た 。
出 さ れ た 認 定 請 求 書 に つ い て 、 令 和 ３ 令 和 ３ 年 ３ 月 19日
年 ３ 月 19日 に 受 給 資 格 の 認 定 を 行 っ て Ｂ 氏 か ら 平 成 30年 ２ 月 ６ 日 付 け で 提 出
い る 。 さ れ た 認 定 請 求 書 に つ い て 、 受 給 資 格 の
な お 、 未 支 給 で あ っ た 平 成 30年 ８ 月 認 定 。

か ら 平 成 30年 11月 分 （ 107 ,760円 ） に つ 令 和 ３ 年 ３ 月 29日
い て 、 令 和 ３ 年 ３ 月 31日 に 支 給 し て い Ａ 氏 に 未 支 給 分 107 , 2 4 0円 を 支 給 。
る 。 令 和 ３ 年 ３ 月 31日

「 是 正 又 は 改 善 の 意 見 」 Ｂ 氏 親 族 に 未 支 給 分 107 ,760円 を 支 給 。
特別障害者手当等の認定に当たっては、 （ 今 後 の 対 応 ）

認 定 請 求 書 の 受 付 か ら 認 定 ま で の 処 理 状 特別障害者手当等の認定事務について、
況 に つ い て チ ェ ッ ク 体 制 を 徹 底 す る と と 以 下 の と お り 対 応 す る 。
もに、関係規程に基づき適正に行うこと。 １ 業 務 や 制 度 に つ い て の 引 継 ぎ を 徹 底

す る と と も に 、 管 理 職 等 が 引 継 事 項 を
確 認 す る 。

２ 受 給 資 格 者 か ら の 認 定 請 求 に つ い て
は 、 受 付 か ら 処 理 完 了 ま で の 処 理 状 況
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を 、 そ の 都 度 、 受 付 簿 及 び 受 給 者 台 帳
に 記 載 し 、 管 理 職 等 は 進 捗 状 況 の 定 期
的 な 確 認 を 徹 底 す る 。

３ 受給資格者の認定請求状況について、
処 理 が 漏 れ て い る も の が な い か を 四 半
期 毎 に 行 う 定 期 払 前 の 受 給 資 格 者 の 確
認 時 に 管 内 町 村 に 確 認 し 、 課 内 で 共 有
す る 。

４ 監 査 対 象 機 関 計 量 検 定 所
監 査 対 象 年 度 令 和 ２ 年 度
監 査 実 施 年 月 日 令 和 ４ 年 ２ 月 22日

指 摘 ・ 勧 告 事 項 措 置 状 況

「 指 摘 事 項 」 （ 原 因 ）
旅 費 の 支 払 い に つ い て 、 チ ェ ッ ク 体 制 １ 職 員 は 移 動 時 間 の 節 約 や 健 康 に 関 す

が 機 能 し て お ら ず 、 事 務 事 業 に 重 大 な 影 る 不 安 の た め 、 私 有 自 動 車 の 利 用 を 希
響 を 与 え た も の が あ る 。 望 し て い た が 、 出 張 検 定 に お い て 事 業
「 事 実 」 者 が 負 担 す る 旅 費 弁 償 金 が 交 通 手 段 が
出 張 検 定 に 係 る 旅 費 に つ い て 、 公 共 交 変 わ る こ と に よ り 事 業 者 間 に 不 公 平 が

通 機 関 利 用 の 旅 行 命 令 を 受 け て い た に も 生 じ て し ま う な ど の 理 由 か ら 、 公 共 交
か か わ ら ず 私 有 自 動 車 を 使 用 し て 出 張 し 通 機 関 を 利 用 し な け れ ば な ら な い と い
て い た こ と に 、 所 属 と し て 気 付 か ず 、 職 う 特 有 の 慣 行 が あ っ た た め 、 申 し 出 る
員 Ａ に つ い て は 平 成 27年 ６ 月 か ら 令 和 ２ こ と が で き な か っ た 。
年 ６ 月 に か け て 19回 分 5 6 , 4 5 5円 、 職 員 Ｂ ２ 管 理 職 も 出 張 検 定 は 公 共 交 通 機 関 利
に つ い て は 令 和 元 年 ９ 月 か ら 令 和 ２ 年 ６ 用 が 慣 行 と な っ て い た こ と か ら 、 特 に
月 に か け て ３ 回 分 6 , 2 1 0円 、 合 計 2 2回 分 職 員 に 確 認 し て い な か っ た た め 、 旅 行
62 , 6 6 5円 が 過 大 に 支 給 さ れ て い る 。 命 令 ど お り に 出 張 し て い な い こ と に 気
ま た 、 検 定 を 受 け る 事 業 者 が 負 担 す る 付 か な か っ た 。

職 員 の 旅 費 相 当 額 （ 旅 費 弁 償 金 ） に つ い （ 処 理 状 況 ）
て 、 事 業 者 ３ 者 か ら 57 , 3 4 0円 （ 未 徴 収 分 １ 職 員 か ら の 返 納
を 除 く 。 ） を 過 大 に 徴 収 し て い る 。 令 和 ２ 年 ９ 月 ３ 日 に 納 入 通 知 書 を 発
な お 、 令 和 ２ 年 ９ 月 に 、 過 大 に 支 給 し 行 、 同 月 14日 及 び 同 月 15日 に 納 付 さ れ

ていた旅費 62,665円 は 職員から返還させ、 た こ と を 確 認 し た 。
旅 費 弁 償 金 の 過 大 徴 収 分 57 , 3 4 0円 に つ い ２ 事 業 者 ３ 者 へ の 返 還
て は 事 業 者 に 返 還 し て い る 。 令 和 ２ 年 ９ 月 18日 に 口 座 振 込 で 返 還
「 是 正 又 は 改 善 の 意 見 」 し た 。
旅 費 の 支 払 い に 当 た っ て は 、 組 織 内 の （ 今 後 の 対 応 ）

情 報 共 有 や チ ェ ッ ク 体 制 を 強 化 す る と と 旅 費 の 支 払 い に つ い て 、 以 下 の と お り
もに、関係規程に基づき適正に行うこと。 対 応 す る 。

１ 交 通 手 段 に 関 し て は 、 公 共 交 通 機 関
を 利 用 す る 取 扱 い を 改 め 、 原 則 、 公 用
車 に よ る 出 張 と す る こ と と し た 。

２ 管 理 職 が 職 員 と の 出 張 前 個 別 打 合 せ
に よ り 旅 行 命 令 の 内 容 を 確 認 し 、 職 員
の 帰 庁 後 に 本 人 に 旅 行 命 令 の 変 更 が な
い か を 確 認 す る と と も に 、 旅 行 命 令 と
公 用 車 使 用 簿 や Ｅ Ｔ Ｃ 使 用 簿 等 と の 突
合 を 行 う 。

３ 毎 月 開 催 の 定 例 会 議 に お い て 、 法 令
遵 守 や 危 機 管 理 意 識 向 上 に 向 け た 指 導
を 行 う 。

４ 管 理 職 は 、 面 談 や 声 か け 等 を と お し
て 、 職 員 と 密 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を
図 る な ど 風 通 し が よ い 職 場 環 境 の 構 築
に 努 め る 。
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５ 監 査 対 象 機 関 相 馬 港 湾 建 設 事 務 所

監 査 対 象 年 度 令 和 ２ 年 度
監 査 実 施 年 月 日 令 和 ４ 年 ２ 月 ４ 日

指 摘 ・ 勧 告 事 項 措 置 状 況

「 指 摘 事 項 」 （ 原 因 ）
入 札 事 務 に 著 し く 適 正 を 欠 い て い る も １ 担当職員が入札公告を作成する際に、

の が あ る 。 「 入 札 参 加 資 格 条 件 決 定 通 知 書 」 と の
「 事 実 」 整 合 性 の 確 認 が 漏 れ 、 発 注 種 別 を 誤 っ
橋 梁 補 修 工 事 に つ い て 、 条 件 付 一 般 競 て入力したことに加え、起案文書に「入

争 入 札 に よ り 発 注 す る た め 、 令 和 ２ 年 ４ 札 参 加 資 格 条 件 決 定 通 知 書 」 を 添 付 し
月 13日 に 公 告 し た が 、 発 注 種 別 を 「 Ｐ Ｃ て い な か っ た た め 、 内 容 確 認 が 不 十 分
橋 上 部 工 事 」 と す べ き と こ ろ 「 一 般 土 木 な も の と な っ た こ と 。
工 事 」 と 公 告 し 、 同 月 30日 に 入 札 を 執 行 ２ 入 札 公 告 に 係 る 起 案 文 書 は 総 務 課 内
し た 。 決 裁 と し て い た た め 、 チ ェ ッ ク 体 制 が
そ の 後 、 落 札 者 と の 契 約 事 務 手 続 中 に 脆 弱 で あ っ た こ と 。

発 注 種 別 の 誤 り に 気 づ い た た め 、 契 約 を （ 処 理 状 況 ）
中 止 し 、 発 注 種 別 を 改 め て 再 度 入 札 を 執 令 和 ２ 年 ５ 月 11日
行 し た 。 業 務 次 長 が 落 札 業 者 に 謝 罪 し 、 契 約 を
工 事 名 漁港（補助）工事（橋梁補修） 取 り 下 げ る こ と に つ い て 了 解 を 得 た 。
工 事 概 要 橋 梁 補 修 Ｌ ＝ 286ｍ 令 和 ２ 年 ５ 月 28日

「 是 正 又 は 改 善 の 意 見 」 当 該 工 事 を 新 た に 起 工 し 、 工 事 等 請 負
入 札 事 務 に 当 た っ て は 、 関 係 規 程 に 基 業 者 公 所 指 名 選 考 内 申 書 を 相 双 地 方 振 興

づ き 、 適 正 に 行 う こ と 。 局 に 内 申 。
令 和 ２ 年 ６ 月 ８ 日 再 度 入 札 公 告
令 和 ２ 年 ６ 月 24日 入 札 執 行
令 和 ２ 年 ７ 月 １ 日 契 約
令 和 ３ 年 ３ 月 30日 工 事 完 成
（ 今 後 の 対 応 ）
入札事務について以下のとおり対応し、

発 注 種 別 等 に 誤 り が な い よ う に す る 。
１ 担当職員は、入札公告の作成にあたっ
ては、「入札参加資格条件決定通知書」
との整合性を確実に確認するとともに、
起 案 文 書 に は 、 「 入 札 参 加 資 格 条 件 決
定 通 知 書 」 等 の 根 拠 資 料 を 添 付 す る 。

２ 入札事務に係る起案文書については、
総 務 課 だ け で な く 事 業 担 当 課 に も 合 議
し 、 発 注 種 別 や 地 域 要 件 等 の 入 札 参 加
資 格 条 件 の 整 合 性 を 二 重 に チ ェ ッ ク す
る 。

（ 監 査 総 務 課 ）

監 査 公 表 第 １ ５ 号
令 和 ４ 年 ３ 月 29日 監 査 公 表 第 ８ 号 に よ り 公 表 し た 監 査 結 果 に つ い て 、 地 方 自 治 法 （ 昭

和 22年 法 律 第 67号 ） 第 199条 第 14項 の 規 定 に 基 づ き 、 福 島 県 教 育 委 員 会 教 育 長 か ら 次 の と
お り 措 置 状 況 の 通 知 が あ っ た の で 、 同 項 の 規 定 に よ り こ れ を 公 表 す る 。

令 和 ４ 年 ６ 月 24日
福 島 県 監 査 委 員 山 田 平 四 郎
福 島 県 監 査 委 員 髙 野 光 二
福 島 県 監 査 委 員 佐 竹 浩
福 島 県 監 査 委 員 高 橋 宏 和

４ 教 財 第 1 2 1 号
令 和 ４ 年 ４ 月 25日

福 島 県 監 査 委 員 山 田 平 四 郎
福 島 県 監 査 委 員 髙 野 光 二



令和４年６月24日 金曜日 福 島 県 報 号外第39号 12

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
様

福 島 県 監 査 委 員 佐 竹 浩
福 島 県 監 査 委 員 高 橋 宏 和

福 島 県 教 育 委 員 会 教 育 長 大 沼 博 文 □印
定 期 監 査 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て （ 通 知 ）

令 和 ４ 年 ３ 月 18日 付 け ３ 福 監 第 472号 で 報 告 の あ り ま し た こ の こ と に つ い て 、 別 紙 の と
お り 措 置 を 講 じ ま し た の で 、 地 方 自 治 法 第 199条 第 14項 の 規 定 に よ り 通 知 し ま す 。
（ 別 紙 様 式 ）

定 期 監 査 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て
１ 監 査 対 象 機 関 安 達 東 高 等 学 校

監 査 対 象 年 度 令 和 ２ 年 度 、 令 和 ３ 年 度
監 査 実 施 年 月 日 令 和 ４ 年 １ 月 20日

指 摘 ・ 勧 告 事 項 措 置 状 況

「 指 摘 事 項 」 （ 原 因 ）
義 務 教 育 等 教 員 特 別 手 当 の 支 給 に 著 し １ 該 当 の 実 習 教 諭 が 本 校 に 転 入 し て き

く 適 正 を 欠 い て い る も の が あ る 。 た 際 に 義 務 教 育 等 教 員 特 別 手 当 を 給 与
「 事 実 」 マ ス タ ー 基 本 （ 修 正 ） 通 知 書 ５ で 入 力
実 習 教 諭 １ 名 の 義 務 教 育 等 教 員 特 別 手 し て い る が 、 産 業 教 育 手 当 コ ー ド を

当 に つ い て 、 給 与 マ ス タ ー 基 本 通 知 書 の 「 ５ 」 で 入 力 す べ き と こ ろ 、 担 当 者 が
産 業 教 育 手 当 コ ー ド の 支 給 区 分 を 農 業 水 誤 っ て 「 １ 」 を 入 力 し 、 事 務 長 も 誤 り
産 科 で 入 力 す べ き と こ ろ 工 業 科 で 入 力 し に 気 づ か ず 決 裁 し て し ま っ た 。
た た め 、 平 成 27年 ４ 月 か ら 令 和 ３ 年 ３ 月 ２ 給 与 管 理 マ ス タ ー に は 、 義 務 教 育 等
ま で 誤 っ て 支 給 さ れ て い る 。 教 員 特 別 手 当 の コ ー ド は 表 示 さ れ ず 支
正 当 支 給 額 307 , 3 5 0円 給 割 合 と 金 額 が 表 示 さ れ て お り 、 給 与
既 支 給 額 204 , 9 0 0円 管 理 マ ス タ ー の 確 認 の 際 に も 担 当 者 及
不 足 支 給 額 102 , 4 5 0円 び 事 務 長 も 誤 り に 気 が つ か な か っ た 。
（時効額 65,850円、追加支給額 36,600円） （ 処 理 状 況 ）

「 是 正 又 は 改 善 の 意 見 」 令 和 ３ 年 ６ 月 21日
義務教育等教員特別手当の支給に当たっ 義 務 教 育 等 教 員 特 別 手 当 支 給 額 の 誤 り

て は 、 支 給 区 分 の 確 認 を 徹 底 す る と と も が 判 明 し た 。
に 、 関 係 規 程 に 基 づ き 適 正 に 行 う こ と 。 令 和 ３ 年 ６ 月 22日

給 与 マ ス タ ー 基 本 （ 修 正 ） 通 知 書 ５ で
実 習 教 諭 の 産 業 教 育 手 当 の コ ー ド を 修 正
し た 。 ま た 、 義 務 教 育 等 教 員 特 別 手 当 が
支 給 さ れ て い る 全 職 員 に つ い て 給 与 管 理
マ ス タ ー 等 で 正 し く 支 給 さ れ て い る か 確
認 し た 。
令 和 ３ 年 ６ 月 23日
職 員 課 に 過 年 度 分 の 義 務 教 育 等 教 員 特

別 手 当 の 追 給 ・ 返 納 計 算 依 頼 書 を 提 出 し
た 。
令 和 ３ 年 ８ 月 ２ 日
職 員 課 か ら 時 効 額 を 除 い た 額 の 給 与 ・

諸 手 当 領 収 書 （ 計 算 書 ） が 届 き 、 実 習 教
諭 に 交 付 し た 。 （ 支 払 日 同 月 ５ 日 ）
（ 今 後 の 対 応 ）
手 当 の 支 給 に 係 る コ ー ド 入 力 事 務 に つ

い て 、 以 下 の と お り 対 応 す る 。
１ 担 当 者 は 、 転 入 職 員 の 給 与 マ ス タ ー
基 本 （ 修 正 ） 通 知 書 を 作 成 し 回 覧 す る
際 に 、 前 所 属 で 受 給 し て い た 手 当 を 確
認 で き る よ う 、 前 所 属 か ら 送 付 さ れ た
給 与 管 理 マ ス タ ー 及 び 該 当 す る コ ー ド
表 を 添 付 す る 。

２ 事務長は、給与マスター基本（修正）
通 知 書 の 入 力 内 容 と コ ー ド 表 を 突 合 す
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と の 照 合 を 行 い 、 誤 り が な い か ダ ブ ル
チ ェ ッ ク を 実 施 す る 。

３ 給 与 管 理 マ ス タ ー の 確 認 事 務 に お い
て は 、 事 務 長 は 手 当 額 を エ ク セ ル の 一
覧 表 に 転 記 し 、 職 員 ご と の 額 の 比 較 を
行 う と と も に 、 給 与 マ ス タ ー 基 本 （ 修
正 ） 通 知 書 の 入 力 が あ っ た 職 員 に つ い
て 、 入 力 内 容 が 反 映 さ れ て い る か 確 認
す る 。

２ 監 査 対 象 機 関 二 本 松 工 業 高 等 学 校
監 査 対 象 年 度 令 和 ２ 年 度
監 査 実 施 年 月 日 令 和 ４ 年 ２ 月 ４ 日

指 摘 ・ 勧 告 事 項 措 置 状 況

「 指 摘 事 項 」 （ 原 因 ）
雑 入 の 調 定 時 期 に 著 し く 適 正 を 欠 い て 今 回 の 事 案 の 原 因 は 、 以 下 の と お り で

い る も の が あ る 。 あ る 。
「 事 実 」 本 庁 通 知 に 基 づ き 収 入 調 定 す べ き こ と
独立行政法人日本スポーツ振興センター は 、 事 務 長 、 担 当 と も 認 識 し て い た 。

災 害 共 済 給 付 掛 金 負 担 金 の 収 入 調 定 に つ 当 該 負 担 金 に つ い て は 、 Ｐ Ｔ Ａ が 生 徒
い て 、 在 校 生 は 令 和 ２ 年 ４ 月 １ 日 に 、 新 か ら 徴 収 し 県 に 納 入 す る が 、 未 納 入 の 生
入 生 は 入 学 式 の 日 に 行 う べ き と こ ろ 、 同 徒 分 は Ｐ Ｔ Ａ の 立 替 が 必 要 と な る た め 、
年 ８ 月 ７ 日 に 同 年 ４ 月 １ 日 及 び 同 月 ９ 日 Ｐ Ｔ Ａ 側 の 意 向 を 踏 ま え 、 学 校 と し て Ｐ
に 遡 及 し て 行 っ て い る 。 Ｔ Ａ 会 計 の 立 替 が 発 生 し な い よ う 、 全 生
在校生分 400,675円（ 235名分×@1,705） 徒 の 一 括 徴 収 金 の 納 入 が 完 了 し て か ら 収
新入生分 167,090円（ 98名分×@1,705） 入 調 定 を 行 う こ と と し た た め 。
合 計 567,765円（ 333名分×@1,705） （ 処 理 状 況 ）

「 是 正 又 は 改 善 の 意 見 」 令 和 ２ 年 ８ 月 ７ 日
雑 入 の 収 入 調 定 に 当 た っ て は 、 関 係 規 納 入 通 知 書 を 納 入 義 務 者 （ Ｐ Ｔ Ａ ） へ

程 に 基 づ き 適 正 に 行 う こ と 。 交 付 し た 。
令 和 ２ 年 ８ 月 26日
財 務 会 計 シ ス テ ム に よ り 、 ８ 月 25日 に

収 入 済 と な っ て い る こ と を 確 認 し た 。
（ 今 後 の 対 応 ）
独立行政法人日本スポーツ振興センター

災 害 共 済 給 付 掛 金 負 担 金 に 係 る 収 入 調 定
の事務について、以下のとおり対応する。
担 当 者 は 、 本 庁 通 知 に 基 づ き 適 正 な 時

期に事務処理を行うとともに、事務長は、
セ ル フ チ ェ ッ ク 表 に 当 該 収 入 調 定 の 項 目
を 設 け 、 事 務 の 進 捗 状 況 を 管 理 す る 。

（ 監 査 総 務 課 ）


